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[緒言]	レーザーポインターや車載ヘッドライトなどの眩しい光がより身近になっており，強く眩

しい光だけを自動的に和らげる材料の需要が増している。そこで，高強度光でのみ発現する非線

形光学効果が注目を集めている。中でも液晶は，流動性と高い屈折率異方性を有する高機能な非

線形光学材料として長く研究され，閾値を超える光強度の入射によりトルクが生じ非線形な分子

配向変化を誘起する。この液晶に二色性色素を添加することで，液晶と色素分子の配向変化に伴

う透過光の制御が可能となる。しかしながら，分子配向変化の誘起には著しく高強度の光が必要

であり，この光機能を広く活用するにはさらなる高感度化が求められる。最近われわれは，色素

ドープ液晶を高分子安定化することで，光分子配向変化の閾値が大幅に低下することを明らかに

した 1-3。抵抗力である配向規制力の緩和が要因であることを示唆しているが，さらなる閾値の低

下にはトルク増強による分子配向変化の促進が重要である。そこで本研究では，基板界面におい

て予め電界を印加しながら光照射を行うことで，光分子配向変化に必要な閾値の低減を試みた。 

	

[実験・結果]	室温でネマチック相を示す液晶に，異方性アクリレートモノマーを 10 mol%混合し

ホスト液晶とした。ゲスト色素であるオリゴチオフェンを 0.1 mol%，光重合開始剤を 0.5 mol%添

加することで重合用試料とした。一方に櫛歯電極を有する基板を片面に使用し，垂直配向処理を

基板表面に施した後両者を貼り合わせ厚さ 100 µm のガラスセルを作製した。調製した試料をセ

ルに封入し，光重合を行うことで透明なサンプルを得た。このサンプルに電界を印加しながら Ar+

レーザー光を照射し，光応答挙動を解析した。光強度が閾値に達すると自己収束と自己位相変調

によりスクリーン上に回折リングが現れた。また，分子配向変化を起こさない最小限の電界を印

加したところ，分子配向変化の閾値光強度が著しく低下することが明らかとなった。さらに，透

過率を測定したところ，分子配向変化に伴い透過率が非線形に減少することがわかった。 
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